
「千葉市中央区８０・５０を考える会」

令和5年度活動報告

令和６年１月２７日



目的

8050問題を抱えるご家庭を早期発見し、

地域で支える仕組みづくりを行う

１．困りごとを相談できる地域づくり
２．問題解決のための支援体制づくり



参加メンバー
・千葉市こころの健康センター

・千葉市あんしんケアセンター

・千葉市ひきこもり地域支援センター

・中央区障害者基幹相談支援センター

・民生委員児童委員協議会

・千葉市生活自立・仕事相談センター中央

・千葉障害者キャリアセンター

・千葉市障害者グループホーム連絡協議会

・ちば地域若者サポートステーション



令和５年度活動計画（3年目）
１．困りごとを相談できる地域づくり

①市民向け講演会（継続）

②町内自治会・民生委員を対象にした地域勉強会 （継続）

２．問題解決の支援体制づくり

①専門職向け研修会の実施（継続）

ケアマネージャー・相談支援専門員向けの勉強会

②支援につながっていない人への対応を検討



令和５年度 活動実績



活動実績（4月～10月）
第1回 4月 ２１人 今年度の活動内容、講演会の検討

第2回 5月 １３人 事例検討、講演会の検討

第3回 6月 １２人 事例検討、講演会の検討

第4回 7月 １６人 専門職向け勉強会打ち合わせ

7月28日 ９２人 専門職向け勉強会

【8050問題の基本理解と支援者連携について】

第5回 8月 １８人 講演会の検討

第6回 9月 １８人 講演会準備

9月30日 １５２人 市民向け講演会

【8050問題を考える会講演会 それぞれのきっかけ～事例をもとに～】

第7回 10月 １５人 講演会振り返り



活動実績（11月～3月）
第８回 11月 16人 今年度の活動内容、講演会の検討

第９回 12月 13人 事例集作成に向けての話し合い

R6年1月11日 １７人 民生委員向け勉強会

第10回 1月 13人 事例集作成に向けての話し合い

2月8日、9日、10日 民生委員向け勉強会

第11回 ２月予定 事例集作成に向けての話し合い

第12回 3月予定 3年間の振り返りと来年度以降の活動について



１．困りごとを相談できる地域づくり



市民向け講演会(9月)

8050問題を考える会講演会
それぞれのきっかけ～事例をもとに～

第１部 つながるきっかけ～事例をもとに～
千葉市ひきこもり地域支援センター 平田智子氏

第2部 ８０５０問題とスティグマ～なぜ支援を拒否するのか～
千葉市こころの健康センター所長 稲生英俊氏

第3部 支援者座談会 支援のターニングポイント



参加人数など

◆ 参加人数

会場88人、オンライン 64人

【合計152人】

◆ 個別相談

千葉市ひきこもり地域支援センター ２人

中央区障害者基幹相談支援センター/千
葉障害者キャリアセンター １人



・R6年１月 松波地区 民生委員向け勉強会

参加者 16名

・R6年２月 弁天地区、東千葉地区、登戸地区、椿森地
区などと連携予定

②地域勉強会



２．問題解決のための支援体制づくり



専門職向け勉強会（7月）

8050問題の基本理解と

支援者連携について（オンライン）

◆ 講師：大正大学名誉教授 近藤直司先生

◆ 対象：あんしんケアセンター職員 ・ ケアマネージャー

各区基幹センター職員 ・ 相談支援専門員

その他8050家庭の支援に関わる方

◆ 参加者：92名



付帯条件に対する取り組みについて
１．市関係部署と連携・協力し、事業に取り組むこと

・市民向け講演会について、地域振興課の協力を頂き、中央区自治会長
宅へ案内を送付することができた。そのおかげで、11地区の方から連絡を頂
き、回覧板にて配布して頂けた

・市民向け講演会へ千葉市の後援を頂いた

・市民向け講演会・座談会に、行政からとして中央区健康課の方にも登壇
して頂いた

・８０５０家庭のケースの相談を、行政からも頂くようになった



3年間の振り返り
・市民向け講演会では、多くの方が関心を寄せていることを感じた

・当初は、解決スキーム作りを目指して活動をしたが、個別性が強く、一筋縄ではい
かないことがわかった

・早期発見を目指したが、なるべく隠しているご家庭も多く、どこに重点的に周知した
らいいのかをわかるところまではいかなかった

・この3年間でお互いの顔の見える関係ができ、一つのケースを複数事業所で、同じ
方向を向いて連携することができるようになった

・連携の重要性を強く理解するようになり、たとえ対象ではないケースの方が相談に来
たとしても、必ず必要な支援につなげられるようになった





今後の課題

・8050家庭を発見した時に、どのような関わりがあるのかがわかるような、
事例集のようなものができるといいのではないか。

・8050以外にも、704010問題、6060問題、など

社会の支援を得られない孤立家庭の問題についても考えたい



ご清聴ありがとうございました



千葉市中央区８０・５０を考える会講演会

それぞれのきっかけ～事例をもとに～

アンケートまとめ

令和５年１０月１９日



参加人数など

◆ 参加人数

会場88人(スタッフ33人)、

オンライン 64人

【合計152人】

◆ 個別相談

千葉市ひきこもり地域支援センター ２人

中央区障害者基幹相談支援センター/千
葉障害者キャリアセンター １人



参加者の年齢
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参加者の住所

埼玉、船橋、浦安、
八千代、多古町、君津、白井、
静岡、上陸大宮市
岩手県大船渡、葛城市など
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講演会を何で知ったか
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参加のきっかけ
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第1部 講演の感想
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第１部 つながるきっかけ～事例をもとに～
千葉市ひきこもり地域支援センター 平田智子氏

・分かりやすい講演でした。ひきセンのスタッフが根気よく関わる様子を事例からうかがう
ことが出来、よかったです。ケアマネとしてただ紹介、だけでなくつなぐ大切さも教えられ
ました。

・NPOでこのような機関があることが素晴らしく、また本日の参加機関の皆さんの内、どこか
の部署にでも相談があれば、ケースに応じて必要な機関と連携して、粘り強く支援しておら
れることが良くわかりました。

・ご本人の思いを尊重するということをとても大事にされているのがよくわかりました。ご
家族のご本人とのかかわりにおいて、つい上から物事を言ってしまうというのは往々にして
あることであると思いますが、そこを少し変えることで家族の一員として認められていると
いうご本人の安心にもつながっているのであると学びました。そして、まずは相談をすると
いうことにつなげられるかが大切な点であるということがわかりました。



第2部 講演の感想
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第2部 ８０５０問題とスティグマ～なぜ支援を拒否するのか～
千葉市こころの健康センター所長 稲生英俊氏

スティグマという社会全体で作られている障壁があるのだと学べた。

50代の子供の将来を心配する親が、無自覚に持っている価値観が、子供に投影されているように
思えました。

スティグマの視点から説明してくださり、拒否＝困難ケースに落ち入りやすいところで、困難に
なる紐解きと同時に、支援のコツがわかり大変参考になりました。

セルフスティグマの対処法で、仲間・場所又ネットでとの話が良かった。でも、自分の子供とど
うつなげていけばいいのかと思う。それぞれのセンターと横に繋がっている事に安心感を持ちま
した。



知りたい・聞いてみたいテーマ

・当事者（本人）や家族の声を聞く機会

・ひきこもりをなくすにはどうしたらよいか

・不登校、児童のひきこもりについて

・8050の方の経済的な支えや手続きなど、金銭面・経済面の自立について

・福祉まるごとサポートセンターの活動や対応事例など聞ける機会があれば良いと思い
ます。

・他機関連携て対応した事例、事例の詳細などを聞きたい

・精神疾患について



感想

・8050問題に不安を持ち講演会に参加させていただきました。今後、具体的にどのよう
に動いたら良いのかはまだ分かりませんが、いろいろな支援がえることが分かり、参考
になりました。

・関係機関との顔の見える関係づくりは、ケースの課題を紐解く一助になるだけでなく、
自分の財産だな…と改めて強く感じることができた。

・70～80代位と見受けられる方の参加者が多くいらっしゃったことが印象に残ります。
多くのひきこもり8050案件を担当していますが、難しさを感じています。今回参加した
事で、今まで知らなかった基幹相談支援センターの対象者、機関（千葉市在宅医療、介
護連携支援センター）や各対象者がどんな方かを知ることも出来たことは収穫でした。
ターニングポイントというのは本人（当事者）に困り感が生まれた時なのかと感じまし
た。


